
　

中
東
湾
岸
の
産
油
国
に
も
「
資
源
外

交
」
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
資
源
外
交

と
は
、
そ
の
本
来
の
定
義
で
は
、
資
源

輸
入
国
に
よ
る
資
源
輸
出
国
に
対
す
る

資
源
の
安
定
供
給
を
目
的
と
し
た
外
交

を
指
す
。
従
っ
て
、「
資
源
輸
出
国
の

資
源
外
交
」
な
る
も
の
は
、
原
則
的
に

矛
盾
語
法
（o

xym
o
ro
n

）
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
資
源
輸
入
国

に
よ
る
資
源
外
交
の
究
極
的
な
目
的

が
、
資
源
の
輸
入
を
通
し
て
、
そ
の
資

源
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立

つ
近
代
経
済
を
維
持
、
そ
し
て
発
展
さ

せ
る
こ
と
で
あ
り
、
更
に
は
そ
れ
を
通

し
て
、政
治
体
制
と
国
家
の
「
パ
ワ
ー
」

そ
の
も
の
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
と

し
た
ら
、
資
源
輸
出
国
も
ま
た
、
資
源

の
輸
出
と
そ
れ
に
関
連
す
る
外
交
を
通

し
て
、
同
様
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
は
、
以
上
の
問
題
関
心
を
念
頭

に
置
き
、
通
常
、
資
源
輸
入
国
に
の
み

適
用
さ
れ
る
「
資
源
外
交
」
の
概
念
を
、

資
源
輸
出
国
に
も
延
伸
し
て
応
用
し
、

そ
の
主
要
な
外
交
目
標
を
検
討
す
る
試

み
で
あ
る
。
特
に
、
中
東
湾
岸
の
産
油

国
、
と
り
わ
け
日
量
一
二
五
〇
万
バ
レ

ル
と
世
界
最
大
の
石
油
生
産
能
力
を
も

つ
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
中
心
事
例
と
し

て
分
析
を
進
め
る
。
具
体
的
な
検
討
手

法
と
し
て
は
、
湾
岸
産
油
国
の
政
治
経

済
分
析
に
お
い
て
有
力
な
概
念
で
あ
る

「
レ
ン
テ
ィ
ア
」（ren

tier
）
と
、
そ

の
概
念
を
修
正
す
る
「
脱
／
後
期
レ
ン

テ
ィ
ア
」（p

o
st/late-ren

tier
）
の

議
論
の
新
潮
流
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら

の
分
析
枠
組
み
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
〈
需

要
安
全
保
障
〉
と
〈
国
際
技
術
移
転
〉

と
い
う
二
つ
の
「
資
源
輸
出
国
の
資
源

外
交
」
の
目
的
を
提
示
す
る
。

一
．
レ
ン
テ
ィ
ア
国
家
の
政
治
経
済

　
「
レ
ン
テ
ィ
ア
」（ren

tier

）
は
、

過
去
四
半
世
紀
、
湾
岸
産
油
国
の
政
治

経
済
を
分
析
す
る
最
も
有
力
な
概
念
と

し
て
研
究
史
の
な
か
に
存
在
し
て
き

た
。
一
九
八
七
年
に
ル
チ
ア
ー
ニ
に
よ

り
「
レ
ン
テ
ィ
ア
国
家
論
」（ren

tier 

state th
eo
ry

）（
文
献
①
）
と
し
て

紹
介
さ
れ
た
こ
の
レ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う

用
語
は
、「
地
代
」
を
意
味
す
る
英
語

の
名
詞
「
レ
ン
ト
」（ren

t

）
を
形
容

詞
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
は
、
土
地
の
所
有
者
が
自
ら

労
働
に
従
事
せ
ず
と
も
地
代
に
よ
っ
て

生
計
を
立
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ

う
に
、
湾
岸
産
油
国
も
近
代
的
な
経
済

の
生
産
活
動
を
行
わ
ず
と
も
、
石
油
と

い
う
資
源
の
輸
出
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

外
部
か
ら
の
収
入
で
国
家
財
政
を
支
え

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
現
象

で
あ
る
。
ル
チ
ア
ー
ニ
は
、
こ
の
レ
ン

テ
ィ
ア
と
い
う
発
想
を
通
じ
て
、
湾
岸

産
油
国
の
非
民
主
的
な
政
治
体
制
の
強

固
さ
を
説
明
し
よ
う
と
試
み
た
。

　

ル
チ
ア
ー
ニ
に
よ
れ
ば
、
レ
ン
テ
ィ

ア
国
家
で
は
、
通
常
の
国
家
の
よ
う
に

国
内
の
生
産
活
動
に
対
す
る
課
税
に

よ
っ
て
国
家
の
収
入
を
確
保
す
る
必
要

性
が
低
い
の
で
、
政
府
の
経
済
政
策
は

〈
課
税
―
再
分
配
〉
で
は
な
く
、
一
方

的
な
〈
分
配
〉
へ
と
偏
向
す
る
。
そ
し

て
、
こ
の
課
税
の
不
在
こ
そ
が
、
国
民

の
政
治
参
加
の
制
限
と
交
換
条
件
に
さ

れ
て
い
る
と
い
う
仮
説
を
立
て
た
。
す

な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
史
の
あ
の
有
名
な

表
現
と
は
逆
の
、「
課
税
な
く
し
て
代

表

な

し

」“n
o
 rep

resen
tatio

n
 

w
ith
o
u
t taxatio

n
”

の
論
理
で
あ
る
。

税
金
を
納
め
る
必
要
の
な
い
国
民
は
、

国
家
に
よ
る
上
か
ら
の
分
配
に
片
面
的

に
依
存
す
る
た
め
、
政
治
体
制
を
、
た

と
え
そ
れ
が
非
民
主
的
な
も
の
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
支
持
、
な
い
し
少
な
く

と
も
黙
認
す
る
傾
向
に
あ
る
と
想
定
さ

れ
る
。
ま
た
、
あ
る
い
は
、
仮
に
政
治

参
加
を
求
め
る
反
体
制
運
動
が
存
在
し

て
い
た
と
し
て
も
、
国
家
は
富
を
「
政

治
的
に
」
分
配
す
る
こ
と
で
、
国
民
の

多
数
派
、
も
し
く
は
少
な
く
と
も
政
治

的
に
重
要
な
軍
や
経
済
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
取
り
込
む
（co

-o
p
t

）
こ

と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
反
体
制
派
は

孤
立
さ
せ
ら
れ
、
運
動
は
集
合
性
を
帯

び
に
く
い
。
従
っ
て
、イ
ラ
ン
革
命（
一

九
七
九
年
）
の
よ
う
に
、「
政
権
が
操

作
を
誤
っ
た
」
事
例
は
存
在
す
る
も
の

の
、
一
般
的
に
レ
ン
テ
ィ
ア
国
家
で
は

世界の資源外交
特　集

湾
岸
産
油
国
に
と
っ
て
の
資
源
外
交

湾
岸
産
油
国
に
と
っ
て
の
資
源
外
交

― 「
レ
ン
テ
ィ
ア
」
と
「
脱
／
後
期
レ
ン
テ
ィ
ア
」
の
政
治
経
済
分
析
試
論

「
レ
ン
テ
ィ
ア
」
と
「
脱
／
後
期
レ
ン
テ
ィ
ア
」
の
政
治
経
済
分
析
試
論 

―

山 

田 

真 

樹 

夫

資
源
外
交
の
新
展
開

22アジ研ワールド・トレンド No.211 （2013. 4）



権
威
主
義
体
制
が
持
続
す
る
傾
向
に
あ

る
、
と
論
じ
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
エ
ジ
プ
ト
や
シ
リ
ア
の

よ
う
に
、
課
税
が
存
在
す
る
中
東
の
非

産
油
国
に
お
い
て
も
長
年
に
渡
り
権
威

主
義
体
制
が
存
続
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、
近
年
で
は
こ
の
課
税
不
在
要
因
の

説
明
力
に
は
疑
問
符
も
付
け
ら
れ
て
い

る
（
参
考
文
献
②
）。
し
か
し
、
も
う
片

方
の
分
配
の
側
面
に
注
目
す
れ
ば
、
少

な
く
と
も
湾
岸
産
油
国
の
巨
大
な
石
油

の
富
の
存
在
が
、
こ
れ
ら
の
国
の
政
権

に
、
経
済
的
分
配
と
政
治
的
支
持
の
交

換
に
基
づ
い
た
、
よ
り
密
度
の
高
い
パ

ト
ロ
ン
＝
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
（
親
分
＝
子

分
）
関
係
の
構
築
能
力
を
与
え
、
そ
れ

が
体
制
の
強
化
に
資
し
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
主
要
な

政
治
変
動
が（
バ
ハ
レ
ー
ン
を
の
ぞ
き
）

非
産
油
国
に
の
み
に
集
中
し
た
「
ア
ラ

ブ
の
春
」
に
お
い
て
も
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
の
よ
う
に
新
た
な
分
配
を
素
早
く

打
ち
出
し
た
湾
岸
産
油
国
の
政
治
体
制

の
〈
危
機
を
耐
え
う
る
能
力
〉
が
改
め

て
印
象
づ
け
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
高
い
分
配
能
力
を
生

み
出
す
巨
大
な
石
油
の
富
が
支
え
る
湾

岸
産
油
国
の
政
治
体
制
は
、
一
見
強
靭

で
あ
る
か
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、

そ
の
実
、
石
油
の
生
産
お
よ
び
輸
出
と

い
う
た
っ
た
ひ
と
つ
の
経
済
活
動
に
財

源
を
大
幅
に
依
存
す
る
国
家
と
い
う
の

は
、
同
時
に
大
き
な
脆
弱
性
を
も
抱
え

て
い
る
。
振
り
返
れ
ば
、
脱
植
民
地
化

後
の
世
界
に
お
い
て
は
、
産
油
国
も
、

農
作
物
や
そ
の
他
資
源
の
輸
出
に
頼
る

他
の
発
展
途
上
諸
国
同
様
、「
主
権
回

復
後
も
国
際
貿
易
を
通
じ
て
旧
帝
国
で

あ
る
先
進
国
世
界
に
従
属
し
続
け
る
弱

い
立
場
に
置
か
れ
た
国
家
」
と
し
て
み

な
さ
れ
て
い
た
（
い
わ
ゆ
る
「
従
属
論
」

d
ep
en
d
en
cy th

eo
ry

）。
そ
の
後
、

一
九
七
三
年
の
第
一
次
石
油
危
機
で
石

油
価
格
が
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ラ
ブ
石
油

輸
出
国
機
構
）
に
よ
っ
て
大
幅
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
ま
た
同
時
に
資
源
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
に
よ
り
、
そ
れ
ま

で
欧
米
の
オ
イ
ル
メ
ジ
ャ
ー
が
握
っ
て

い
た
石
油
産
業
が
次
々
と
国
有
化
さ
れ

た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
産
油
国
の
対
外
的

な
政
治
力
は
飛
躍
的
に
向
上
し
、
他
の

発
展
途
上
国
と
は
異
な
る
国
際
的
地
位

を
確
立
し
た
。

　

し
か
し
、他
方
で
国
内
に
お
い
て
は
、

国
家
経
済
に
お
け
る
石
油
産
業
の
ウ
エ

イ
ト
が
増
し
、
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
が

一
層
進
行
す
る
こ
と
で
、
長
期
的
な
経

済
的
脆
弱
性
が
か
え
っ
て
高
ま
る
結
果

と
な
っ
た
。
石
油
輸
出
に
よ
る
収
入
が

財
源
の
大
半
を
占
め
る
レ
ン
テ
ィ
ア
国

家
と
は
、
逆
に
い
え
ば
「
石
油
の
富
が

な
け
れ
ば
大
き
な
貧
困
状
態
に
置
か
れ

る
国
家
」、
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ

に
は
経
済
の
「
プ
ラ
ン
Ｂ
」
が
存
在
せ

ず
、
国
家
経
済
、
ひ
い
て
は
政
治
体
制

の
命
脈
が
、国
際
石
油
市
場
と
い
う〈
外

部
〉
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

国
家
財
政
が
国
際
石
油
市
場
に
依
存

す
る
こ
と
の
問
題
性
は
、
す
ぐ
に
明
ら

か
と
な
っ
た
。
石
油
価
格
が
高
騰
し
た

一
九
七
〇
年
代
の
後
、
一
九
八
〇
年
代

初
頭
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
か
け

て
の
約
二
〇
年
間
は
、
国
際
石
油
市
場

に
お
い
て
供
給
が
需
要
を
大
幅
に
上
回

り
（
い
わ
ゆ
る
「
オ
イ
ル
・
グ
ラ
ッ
ト
」

o
il glu

t

）、
国
際
石
油
価
格
が
低
迷
し

た
。
そ
の
結
果
、
一
九
七
〇
年
代
に
支

出
を
拡
大
し
た
湾
岸
産
油
国
は
、
慢
性

的
な
財
政
赤
字
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
蓄
え
た
富
を
切

り
崩
す
こ
と
に
よ
っ
て
一
定
の
支
出
レ

ベ
ル
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

た
た
め
、
体
制
の
綻
び
こ
そ
回
避
で
き

た
も
の
の
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
、
湾

岸
産
油
国
の
指
導
者
層
の
間
で
は
石
油

輸
出
に
依
存
す
る
経
済
の
在
り
方
に
対

し
、
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
し

か
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
中
国

等
の
新
興
経
済
諸
国
の
成
長
に
よ
る
需

要
増
で
再
び
石
油
価
格
が
高
騰
、
湾
岸

産
油
国
は
思
わ
ぬ
形
で
巨
大
な
石
油
の

富
を
再
び
手
に
す
る
幸
運
に
恵
ま
れ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、レ
ン
テ
ィ
ア
国
家
は
、

基
本
的
に
国
際
石
油
市
場
と
い
う
〈
外

部
〉
依
存
型
の
経
済
構
造
を
抱
え
て
お

り
、
そ
の
〈
外
部
〉
に
働
き
か
け
る
、

広
い
意
味
で
の
「
資
源
外
交
」
が
こ
こ

で
は
想
定
可
能
で
あ
ろ
う
。

二
． 

湾
岸
産
油
国
の
資
源
外
交
①

―
需
要
安
全
保
障
―

　

こ
の
〈
外
部
〉
依
存
性
が
も
た
ら
す

資
源
外
交
の
必
要
性
と
い
う
現
象
は
、

立
場
は
違
え
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
を
〈
外
部
〉
に
依
存
す
る
石
油
輸
入

国
が
、
資
源
の
安
定
供
給
を
め
ざ
し
て

石
油
輸
出
国
に
対
し
政
治
的
働
き
か
け

を
行
う
、
一
般
的
な
「
資
源
外
交
」
の

構
図
に
酷
似
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
石
油
の
「
輸
入
」
と
「
輸
出
」

が
国
家
経
済
と
政
治
体
制
の
運
命
を
左

右
す
る
生
命
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
石

油
輸
入
国
が
資
源
外
交
を
通
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
〈
供
給
〉
の
安
全
保
障
（su

p
p
ly 

secu
rity

）
を
追
求
す
る
よ
う
に
、
石

油
輸
出
国
も
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
〈
需

要
〉
の
安
全
保
障
（d

em
an
d
 secu

-

rity

）
を
追
い
求
め
て
い
る
と
想
定
さ

れ
る
（
参
考
文
献
③
）。
そ
し
て
、
石

油
輸
入
国
の
資
源
外
交
に
お
け
る
二
大

要
素
が
、
仮
に
石
油
の
⑴
継
続
的
、
か

つ
⑵
合
理
的
な
価
格
で
の
〈
供
給
〉
で

あ
る
と
し
た
ら
、
石
油
輸
出
国
の
資
源

外
交
の
目
的
も
同
様
に
、
こ
の
二
つ
の

要
素
を
帯
び
た
〈
需
要
〉
を
担
保
す
る

こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

需
要
の
継
続
性
に
と
っ
て
最
大
の
問

湾岸産油国にとっての資源外交 ― 「レンティア」と「脱／後期レンティア」の政治経済分析試論 ―
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題
は
、石
油
輸
入
国
が
石
油
の
供
給
源
、

も
し
く
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
そ
の
も
の
の

多
様
化
を
図
る
可
能
性
が
常
に
存
在
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
石
油
輸
入
国
に

と
っ
て
は
、
そ
れ
ら
は
〈
供
給
〉
安
全

保
障
の
向
上
に
貢
献
す
る
が
、
石
油
輸

出
国
に
と
っ
て
は
〈
需
要
〉
安
全
保
障

の
不
安
定
化
を
意
味
す
る
。
こ
の
点
、

一
九
七
三
年
の
第
四
次
中
東
戦
争
に
お

い
て
「
石
油
の
武
器
」
を
発
動
し
、
第

一
次
石
油
危
機
を
引
き
起
こ
し
た
Ｏ
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
最
大
の
誤
算
は
、
そ
れ
が
結

果
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
主
要
な
市
場
で

あ
っ
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
中
東
に

対
す
る
「
供
給
者
と
し
て
の
信
頼
」
を

失
墜
さ
せ
、
以
後
、
中
長
期
的
に
北
海

油
田
、
旧
ソ
連
、
北
ア
フ
リ
カ
等
へ
の

供
給
源
の
多
様
化
、
お
よ
び
原
子
力
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
す
る
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化
を

加
速
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
「
中
東
離

れ
」
は
数
字
の
上
で
明
ら
か
で
あ
り
、

一
九
七
〇
年
代
に
は
現
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
石

油
輸
入
の
半
分
以
上
が
中
東
湾
岸
か
ら

供
給
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
そ
の

比
率
は
二
〇
％
程
度
に
ま
で
低
下
し
て

い
る
。
ま
た
、
湾
岸
最
大
の
産
油
国
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
と
っ
て
も
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
向
け
の
輸
出
は
一
九
七
〇
年
代

に
は
全
体
の
約
四
〇
％
を
占
め
て
い
た

も
の
の
、
こ
れ
も
現
在
で
は
約
二
〇
％

に
半
減
し
て
い
る
。

　

主
要
輸
出
市
場
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
失
っ
た
湾
岸
産
油
国
の
救
い
と

な
っ
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に

ア
ジ
ア
諸
国
が
本
格
的
な
成
長
を
始

め
、
石
油
の
輸
入
量
を
増
加
さ
せ
た
こ

と
で
あ
っ
た
（
表
1
参
照
）。
ア
ジ
ア

諸
国
は
、
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う

に
地
域
内
、
も
し
く
は
近
隣
地
域
に
容

易
に
多
様
化
が
可
能
な
供
給
源
を
も
た

ず
（
ア
ジ
ア
唯
一
の
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟
国

だ
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
純
輸
入
国
に

転
じ
、
二
〇
〇
九
年
に
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
か
ら

脱
退
し
て
い
る
）、
中
東
湾
岸
か
ら
の

石
油
供
給
に
構
造
的
に
依
存
せ
ざ
る
を

え
な
い
。
つ
ま
り
、
湾
岸
産
油
国
の
側

か
ら
み
れ
ば
、
ア
ジ
ア
は
需
要
安
全
保

障
の
面
で
安
定
度
の
高
い
地
域
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
今
日
で
は
湾
岸
の
石
油

輸
出
の
約
半
分
は
ア
ジ
ア
向
け
で
あ

る
。
た
だ
、
ア
ジ
ア
の
な
か
で
も
日
本

と
韓
国
の
需
要
は
既
に
頭
打
ち
で
あ

り
、
今
後
需
要
増
が
見
込
ま
れ
る
中
国

と
イ
ン
ド
が
湾
岸
産
油
国
の
「
資
源
外

交
」
の
新
た
な
対
象
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ア
ブ

ド
ッ
ラ
ー
国
王
が
二
〇
〇
六
年
一
月
、

即
位
後
初
の
（
域
外
）
外
遊
先
に
北
京

と
デ
リ
ー
を
選
び
、「
ル
ッ
ク
・
イ
ー

ス
ト
外
交
」
を
開
始
し
た
こ
と
は
ま
さ

に
そ
の
証
左
と
い
え
よ
う
。
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
は
こ
の
二
つ
の
未
来
の
大
国
と

の
政
治
的
信
頼
醸
成
を
図
る
こ
と
で
、

長
期
的
な
需
要
安
全
保
障
の
担
保
に
乗

り
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

　

第
二
の
要
素
で
あ
る
合
理
的
価
格
と

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
石
油
輸
入
国

の
財
政
に
と
っ
て
」
合
理
的
な
価
格
を

指
す
。
石
油
の
富
が
政
治
体
制
の
安
定

性
に
直
結
す
る
と
い
う
前
提
に
従
え

ば
、「
石
油
輸
出
国
は
石
油
価
格
が
高

け
れ
ば
高
い
ほ
ど
良
い
と
考
え
て
い

る
」と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、

高
す
ぎ
る
石
油
価
格
は
、
長
期
的
に
は

か
え
っ
て
そ
の
需
要
安
全
保
障
に
と
っ

て
危
険
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は

石
油
輸
入
国
の
供
給
安
全
保
障
を
脅
か

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
多
様
化
の
コ
ス
ト

を
相
対
化
に
押
し
下
げ
て
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
促
進

す
る
た
め
で
あ
る
。
二
〇
〇

八
年
七
月
に
記
録
し
た
一
バ

レ
ル
当
た
り
一
四
七
ド
ル
と

い
う
Ｗ
Ｔ
Ｉ
過
去
最
高
価
格

は
、
石
油
輸
出
国
に
と
っ
て

も
「
高
す
ぎ
る
値
」
と
み
な

さ
れ
た
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

は
「
一
バ
レ
ル
当
た
り
七
五

ド
ル
が
適
正
価
格
」
と
宣
言

し
、
ま
た
増
産
を
行
う
こ
と

で
原
油
価
格
を
落
ち
着
か
せ

る
こ
と
を
試
み
た
。（
も
っ

と
も
、
最
近
（
二
〇
一
二
年

五
月
）
で
は
、「
一
バ
レ
ル
当
た
り
一

〇
〇
ド
ル
を
望
む
」
と
ヌ
ア
イ
ミ
ー
石

油
相
が
や
や
高
め
の
価
格
を
求
め
る
発

言
を
行
っ
て
い
る
。）
こ
の
よ
う
に
、

湾
岸
産
油
国
の
石
油
価
格
政
策
も
、
石

油
輸
入
国
の
政
策
の
変
化
の
可
能
性
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
決
定
さ
れ
て
い
る

と
い
う
意
味
で
、
広
い
意
味
で
の
「
資

源
外
交
」
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
（
た
だ

し
、
石
油
は
現
在
、
先
物
取
引
市
場
に

お
け
る
投
機
資
金
の
流
入
に
よ
り
半
・

金
融
商
品
化
し
て
い
る
た
め
、
需
要
と

供
給
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
市

場
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
（
基
礎
要

因
）
が
、
投
資
家
・
投
機
家
た
ち
の
集

合
心
理
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
し
ま

い
、
以
前
に
比
べ
増
産
の
シ
グ
ナ
ル
が

表1　サウジアラビアの輸出相手国上位10カ国の変化
（単位：100万サウジ・リヤル）

1980年 2010年

No. 国名 輸出額 国名 輸出額

1 日本 63,274 日本 135,634

2 アメリカ 55,866 アメリカ 124,675

3 フランス 33,525 中国 112,210

4 オランダ 24,754 韓国 92,431

5 イタリア 22,305 インド 71,891

6 シンガポール 14,109 シンガポール 37,931

7 ベルギー 13,207 台湾 37,685

8 イギリス 12,844 UAE 32,923

9 韓国 11,784 バーレーン 29,849

10 西ドイツ 11,029 タイ 17,924

（出所）Saudi Arabian Monetary Agency Annual Report (various years).
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価
格
に
直
接
反
映
さ
れ
に
く
く
な
っ
て

い
る
、
と
い
う
点
も
指
摘
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
レ
ン
テ
ィ
ア
と
い

う
国
内
の
政
治
経
済
構
造
の
分
析
概
念

よ
り
、
需
要
安
全
保
障
の
追
求
と
い
う

湾
岸
産
油
国
の
「
資
源
外
交
」
の
第
一

の
目
的
を
導
き
出
す
こ
と
は
あ
る
程
度

妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三
． 

脱
／
後
期
レ
ン
テ
ィ
ア
政
治

経
済

　

だ
が
、
湾
岸
産
油
国
の
政
治
経
済
の

主
流
な
分
析
概
念
で
あ
っ
た
レ
ン
テ
ィ

ア
も
、
最
近
で
は
そ
れ
を
修
正
す
る
議

論
が
現
れ
つ
つ
あ
る
。
レ
ン
テ
ィ
ア
の

議
論
は
そ
の
論
理
的
明
快
さ
ゆ
え
に
支

持
を
獲
得
し
た
が
、
そ
こ
に
は
決
定
論

（d
eterm

in
ism

）
的
要
素
が
含
ま
れ

て
お
り
、
一
種
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

で
あ
る
と
の
批
判
が
存
在
し
て
き
た
。

つ
ま
り
、レ
ン
テ
ィ
ア（
石
油
依
存
）は
、

地
代
で
生
計
を
立
て
る
土
地
所
有
者
が

労
働
を
忘
れ
て
怠
惰
に
な
っ
て
し
ま
う

よ
う
に
、
一
度
そ
れ
に
陥
る
と
抜
け
ら

れ
な
い
「
罠
」
で
あ
る
、
と
い
う
見
方

に
対
す
る
疑
問
で
あ
る
。
特
に
、「
資

源
の
呪
い
」
論
（reso

u
rce cu

rse 

th
eo
ry

）
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
議
論

（
参
考
文
献
④
）
が
そ
の
見
方
を
支
え

て
き
た
。

　

資
源
の
呪
い
論
に
よ
れ
ば
、
レ
ン

テ
ィ
ア
国
家
は
石
油
の
富
を
上
か
ら
分

配
す
る
が
、
そ
の
分
配
の
方
法
は
経
済

的
論
理
に
則
っ
た
も
の
と
い
う
よ
り

も
、
パ
ト
ロ
ン
＝
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係

の
構
築
・
維
持
を
主
眼
と
し
た
政
治
的

ロ
ジ
ッ
ク
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
経

済
的
に
み
れ
ば
、
リ
ソ
ー
ス
は
生
産
性

の
高
い
セ
ク
タ
ー
に
投
入
さ
れ
な
い
ま

ま
、浪
費
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、

パ
ト
ロ
ン
＝
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
が
国

家
と
社
会
を
縦
断
す
る
人
間
関
係
の
基

礎
と
な
る
た
め
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な

経
済
取
引
が
フ
ォ
ー
マ
ル
な
制
度
を
迂

回
す
る
傾
向
が
生
ま
れ
る
。そ
の
た
め
、

石
油
の
富
の
存
在
は
、
国
家
経
済
の
石

油
依
存
を
緩
和
す
る
た
め
の
産
業
政
策

に
必
要
な
、
効
率
的
で
透
明
性
の
高
い

制
度
（in

stitu
tio
n

）
構
築
を
阻
害
し
、

長
期
的
に
は
か
え
っ
て
低
成
長
に
陥
る

と
論
じ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
レ
ン
テ
ィ
ア
国
家

論
・
資
源
の
呪
い
の
登
場
か
ら
二
〇
年

以
上
が
経
ち
、
湾
岸
産
油
国
で
現
実
に

非
石
油
部
門
の
経
済
が
成
長
す
る
こ
と

で
、
徐
々
に
脱
・
レ
ン
テ
ィ
ア
（p

o
st-

ren
tier

）
の
現
象
を
説
明
す
る
議
論

が
現
れ
始
め
て
い
る
。例
え
ば
、リ
ソ
ー

ス
が
政
治
に
よ
り
浪
費
さ
れ
る
環
境
に

お
い
て
も
、
部
分
的
に
開
発
独
裁
を
実

行
す
る
「
効
率
の
島
」（islan

d
s o

f 

efficien
cy

）
が
存
在
し
て
い
る
と
い

う
ヘ
ル
ト
グ
の
議
論
や
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー

中
心
の
」（en

ergy-cen
tric

）
経
済

か
ら
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
牽
引

さ
れ
た
」（en
ergy-d

riven

）
国
家

主
導
の
資
本
主
義
経
済
へ
の
移
行
等
の

変
化
を
総
称
し
て「
後
期
レ
ン
テ
ィ
ア
」

（late-ren
tierism

）
と
い
う
新
た
な

分
析
枠
組
み
を
提
示
し
た
、
グ
レ
イ
の

試
み
が
そ
れ
に
あ
た
る
（
参
考
文
献

⑤
）。

　

し
か
し
、
湾
岸
産
油
国
の
現
代
史
を

詳
細
に
検
討
す
れ
ば
、
そ
れ
以
前
の
過

去
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
諸
国
の
政
府

は
決
し
て
レ
ン
テ
ィ
ア
に
甘
ん
じ
て
き

た
訳
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
湾
岸

産
油
国
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
継
続

的
に
石
油
の
富
を
利
用
し
て

産
業
化
を
試
み
て
き
た
。
そ

の
初
期
的
背
景
に
は
、
石
油

の
枯
渇
の
可
能
性
と
い
う
将

来
へ
の
不
安
、
お
よ
び
単
一

資
源
の
輸
出
と
い
う
国
際
貿

易
に
お
け
る
従
属
的
地
位
か

ら
の
脱
却
志
向
が
存
在
し
て

い
た
。
そ
し
て
、
現
実
に
巨

大
な
石
油
の
富
が
本
格
的
な

工
業
化
を
可
能
に
し
た
一
九

七
〇
〜
八
〇
年
代
以
降
は
、

急
速
な
人
口
増
加
に
よ
る
分

配
の
限
界
の
可
能
性
と
、
若

年
失
業
率
の
増
加
の
問
題

が
、
そ
の
促
進
要
因
と
し
て

作
用
し
て
き
た
。
現
在
で
は
、

人
口
の
約
半
分
が
三
〇
歳
以
下
の
若
年

層
と
い
う
時
代
を
迎
え
、
雇
用
機
会
を

多
く
生
み
出
さ
な
い
資
本
集
約
的
な
装

置
産
業
で
あ
る
石
油
産
業
に
依
存
し
た

経
済
は
、
も
は
や
持
続
可
能
性
（su

s-

tain
ab
ility

）
に
欠
け
る
と
い
う
認
識

が
、
湾
岸
産
油
国
の
指
導
者
層
の
間
で

共
有
さ
れ
て
い
る
。

　

産
業
の
多
様
性
が
低
い
湾
岸
産
油
国

で
は
、
伝
統
的
に
公
的
サ
ー
ビ
ス
・
セ

ク
タ
ー
が
労
働
力
を
吸
収
し
て
き
た

が
、
既
に
飽
和
状
態
に
近
く
、
若
年
失

業
率
は
現
在
三
割
を
超
え
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
の
石
油
価
格

高
騰
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
諸
国
の
分
配

図1　サウジアラビアの国家産業クラスター計画（NICDP）

（出所）日本・サウジアラビア産業協力タスクフォース。
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能
力
は
再
び
上
昇
し
た
も
の
の
、
指
導

者
層
に
お
け
る
将
来
に
対
す
る
危
機
感

は
消
え
ず
、
資
源
の
呪
い
論
の
想
定
に

反
し
て
、
経
済
改
革
・
産
業
多
様
化
に

向
け
た
努
力
は
着
実
に
進
行
し
て
い

る
。
特
に
、
湾
岸
産
油
国
が
一
九
七
〇

年
代
以
降
、
中
心
的
に
育
成
を
図
っ
て

き
た
石
油
化
学
産
業
は
、
Ｇ
Ｃ
Ｃ
（
湾

岸
協
力
会
議
）
加
盟
国
の
六
カ
国
を
併

せ
て
既
に
世
界
の
生
産
量
の
一
二
％
を

占
め
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
る
（
う
ち

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
八
％
）。
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
は
現
在
、
こ
の
石
油
化
学
産

業
を
起
点
に
、
よ
り
労
働
集
約
的
・
知

識
集
約
的
な
川
下
産
業
を
育
成
す
る
過

程
に
あ
り
、
⑴
自
動
車
関
連
、
⑵
建
築

関
連
、
⑶
金
属
加
工
、
⑷
包
装
、
⑸
家

電
の
五
セ
ク
タ
ー
を
対
象
と
し
た
国
家

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
開
発
計
画
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｄ
Ｐ
）
を
二
〇
〇
七
年
に
策
定
、
二
〇

一
三
年
ま
で
に
外
資
誘
致
に
よ
る
「
種

ま
き
」
を
行
い
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に

競
争
力
を
育
成
す
る
方
針
で
あ
る
。

四
． 

湾
岸
産
油
国
の
資
源
外
交
②

―
国
際
技
術
移
転
―

　

こ
の
よ
う
な
脱
／
後
期
レ
ン
テ
ィ
ア

の
産
業
化
を
達
成
す
る
た
め
に
、
湾
岸

産
油
国
は
石
油
の
輸
出
を
、
そ
の
外
交

に
お
い
て
、
国
際
技
術
移
転
の
た
め
の

強
力
な
交
渉
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
し
て

き
た
。特
に
、石
油
資
源
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
欧
米
の
オ
イ
ル
メ
ジ
ャ
ー
か
ら
取

り
戻
し
た
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
先
進

国
に
石
油
を
購
入
す
る
機
会
を
与
え
る

見
返
り
と
し
て
、
自
国
の
産
業
化
へ
の

貢
献
を
求
め
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
九

八
〇
年
に
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ヤ

マ
ー
ニ
ー
石
油
相
が
、「
我
々
は
産
業

化
を
支
援
す
る
消
費
国
に
し
か
石
油
を

与
え
な
い
」と
公
言
し
て
い
る
。
こ
の
、

石
油
の
輸
出
と
国
際
技
術
移
転
を
交
換

条
件
と
す
る
要
求
に
は
一
定
の
効
果
が

あ
り
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇

年
代
前
半
に
か
け
て
、
大
規
模
な
石
油

化
学
合
弁
事
業
が
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

の
国
営
企
業
・
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
基
礎

産
業
公
社
（
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
と
ア
メ
リ

カ
（E
xxo

n

、M
o
b
il

、C
elan

ese/

P
an
 E
n
ergy

）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

（S
h
ell

、E
n
i

）、
日
本
（
三
菱
系
主
導

の
企
業
連
合
二
社
）
の
企
業
の
間
で
立

ち
上
が
っ
た
。

　

そ
の
後
、
国
際
石
油
市
場
が
供
給
過

剰
に
な
り
、
ま
た
、
イ
ラ
ン
＝
イ
ラ
ク

戦
争
（
一
九
八
〇
〜
八
八
年
）、
湾
岸

危
機
・
戦
争
（
一
九
九
〇
〜
九
一
年
）

に
よ
っ
て
湾
岸
の
政
治
情
勢
が
不
安
定

化
し
た
一
九
八
〇
〜
九
〇
年
代
に
は
、

不
可
避
的
に
先
進
諸
国
か
ら
の
投
資
の

足
が
鈍
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年

代
に
入
る
と
、
再
度
の
石
油
需
要
増
と

石
油
価
格
上
昇
で
先
進
諸
国
に
お
い
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
が
再
び
声
高
に

叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
危
機

感
を
帯
び
た
湾
岸
産
油
国
に
お
い
て

も
、
新
た
な
オ
イ
ル
マ
ネ
ー
の
流
入
が

産
業
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
積
極
的
に
後
押

し
し
て
お
り
、
こ
の
「
石
油
と
技
術
の

交
換
」
の
図
式
は
、
現
在
、
改
め
て
そ

の
比
重
を
増
し
つ
つ
あ
る
。
つ
ま
り
、

石
油
輸
入
国
で
あ
る
先
進
諸
国
は
、
も

は
や
湾
岸
産
油
国
に
よ
っ
て
単
な
る

「
石
油
を
売
る
市
場
」
と
は
認
識
さ
れ

ず
、
産
業
技
術
移
転
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
も
高
い
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

　

湾
岸
産
油
国
に
よ
る
国
際
技
術
移
転

の
要
求
の
特
徴
と
し
て
、
資
源
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
な
ら
ぬ
、「
技
術
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
」（tech

n
o
-n
atio

n
alism

）

の
高
ま
り
が
あ
る
。
技
術
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
と
は
、
国
家
主
導
で
自
国
の
技
術

お
よ
び
技
術
者
を
育
成
し
、
海
外
依
存

度
を
低
下
さ
せ
る
政
策
志
向
を
指
す

（
参
考
文
献
⑥
）。
男
性
識
字
率
が
僅
か

一
五
％
程
度
に
留
ま
っ
て
い
た
一
九
七

〇
年
代
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
は
、
石

油
の
富
で
産
業
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、

技
術
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
も
、
そ
れ

ら
を
使
い
こ
な
せ
る
だ
け
の
自
国
民
労

働
力
が
十
分
に
存
在
せ
ず
、
近
代
経
済

の
運
営
は
事
実
上
、
外
国
人
労
働
者
に

依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
は
現
在
外
国

人
労
働
者
が
実
に
人
口
の
約
三
〇
％
を

占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
若
年
失
業
率

増
加
の
問
題
に
対
処
す
べ
く
、
自
国
民

の
た
め
の
雇
用
機
会
創
出
を
政
策
目
標

と
し
て
掲
げ
る
近
年
で
は
、
自
国
民
労

働
者
の
技
術
吸
収
能
力
（ab

so
rp
tive 

cap
acity

）
を
向
上
さ
せ
、
技
術
を
使

い
こ
な
す
人
材
育
成
を
行
う
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
現
在
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は

そ
の
年
間
予
算
の
約
四
分
の
一
を
教

育
・
職
業
訓
練
に
投
下
し
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
技
術
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

帯
び
た
湾
岸
産
油
国
が
石
油
輸
入
国
で

あ
る
先
進
国
に
求
め
る
も
の
は
、
単
に

マ
テ
リ
ア
ル
な
産
業
技
術
の
輸
出
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
技
術
を
使
い
こ
な
す

人
材
育
成
へ
の
中
長
期
的
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
で
あ
る
。
そ
の
方
法
論
は
多
岐
に

渡
り
、一
般
的
な
の
は
外
資
を
誘
致
し
、

企
業
間
の
合
弁
事
業
を
通
し
て
、
自
国

民
労
働
者
に
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
移
転

す
る
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。
ま
た
、

政
府
間
協
力
を
通
し
て
先
進
国
が
技
術

者
を
派
遣
し
、
現
地
技
術
者
の
指
導
に

当
た
ら
せ
る
と
い
う
方
法
、
ま
た
、
逆

に
先
進
国
で
現
地
技
術
者
で
受
け
入
れ

研
修
を
行
う
と
い
う
方
法
も
あ
る
。（
た

だ
し
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
ひ
と
り
当

た
り
所
得
の
上
昇
に
と
も
な
い
、
二
〇

〇
八
年
を
も
っ
て
Ｏ
Ｄ
Ａ
対
象
国
か
ら

外
れ
た
た
め
、
今
後
は
政
府
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
企
業
ベ
ー
ス
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の
支
援
ス
キ
ー
ム
が
求
め
ら
れ
る
。）

ま
た
、
先
進
国
の
大
学
に
お
け
る
留
学

生
受
け
入
れ
も
、
広
い
意
味
で
の
国
際

技
術
移
転
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
今
後
は
、
湾
岸
産
油
国
の
高
等
教

育
と
科
学
技
術
の
レ
ベ
ル
が
徐
々
に
向

上
す
る
に
従
い
、
垂
直
的
な
技
術
移
転

だ
け
で
は
な
く
、
水
平
的
な
大
学
間
・

企
業
間
の
共
同
研
究
開
発
や
、
科
学
技

術
を
産
業
化
に
と
も
な
う
経
済
・
社
会

問
題
の
効
果
的
な
解
決
に
つ
な
げ
る
政

策
協
力
（
例
え
ば
中
小
企
業
支
援
や
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
・

水
・
都
市
問
題
等
へ
の
対
処
）
へ
の
方

法
論
の
シ
フ
ト
も
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
石
油
の
輸
出
を
交
渉

カ
ー
ド
に
、
石
油
輸
入
国
で
あ
る
先
進

諸
国
か
ら
技
術
移
転
を
図
る
湾
岸
産
油

国
の
し
た
た
か
な
外
交
は
、
こ
れ
ら
諸

国
の
も
う
ひ
と
つ
の
「
資
源
外
交
」
と

し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ

う
。
こ
の
点
、
前
項
の
需
要
安
全
保
障

と
い
う
観
点
か
ら
、
近
年
「
ル
ッ
ク
・

イ
ー
ス
ト
」
に
傾
注
し
て
い
る
と
み
な

さ
れ
が
ち
な
湾
岸
産
油
国
の
外
交
は
、

そ
の
実
、
同
時
に
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的

な
石
油
輸
入
国
で
あ
る
先
進
諸
国
に
も

産
業
協
力
と
い
う
別
の
形
で
貢
献
を
求

め
る
「
ル
ッ
ク
・
エ
ブ
リ
ウ
ェ
ア
外
交
」

と
評
価
し
た
ほ
う
が
、
よ
り
実
情
に
即

し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

●
結
語

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
「
レ
ン

テ
ィ
ア
」
と
「
脱
／
後
期
レ
ン
テ
ィ
ア
」

と
い
う
二
つ
の
国
内
の
政
治
経
済
を
分

析
す
る
枠
組
み
か
ら
、
湾
岸
産
油
国
の

資
源
外
交
を
検
討
し
て
き
た
。そ
し
て
、

こ
の
二
つ
の
国
内
構
造
は
、
そ
れ
ぞ
れ

〈
需
要
安
全
保
障
〉と〈
国
際
技
術
移
転
〉

と
い
う
「
資
源
輸
出
国
の
資
源
外
交
」

の
二
つ
の
目
的
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

た
。
湾
岸
産
油
国
は
、
そ
の
経
済
が
石

油
の
生
産
お
よ
び
輸
出
に
大
幅
に
依
存

し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
安
定
し
た
需
要

を
石
油
輸
入
国
に
求
め
る
。
だ
が
、
他

方
で
、
そ
の
石
油
依
存
型
経
済
そ
の
も

の
を
克
服
し
、
よ
り
持
続
可
能
な
経
済

へ
と
移
行
す
る
た
め
に
、
産
業
多
様
化

の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
役
割

を
技
術
先
進
国
で
あ
る
石
油
輸
入
国
に

求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
政
策
目
標
の
背
後
に
は
、
政
治

体
制
の
安
定
と
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ

る
国
家
の
〈
パ
ワ
ー
〉
の
強
化
と
い
う
、

資
源
輸
入
国
の
資
源
外
交
と
変
わ
ら
ぬ

究
極
的
な
目
的
が
存
在
し
て
い
る
と
い

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
、
こ
の
両
輪
の
「
資
源
輸
出
国

の
資
源
外
交
」
は
、
資
源
輸
入
国
の
資

源
外
交
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
政
策

的
含
意
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。
既
に
紙

面
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
多
く
を
語

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
現
在
の

日
本
に
限
っ
て
い
え
ば
、〈
需
要
安
全

保
障
〉
の
面
で
、
今
後
、
中
国
や
イ
ン

ド
等
と
い
っ
た
未
来
の
消
費
大
国
に
比

し
て
そ
の
相
対
的
魅
力
が
薄
れ
て
い
く

日
本
は
、〈
国
際
技
術
移
転
〉
の
面
で
、

湾
岸
産
油
国
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
期
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
担
保
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。か
つ
て
、

日
本
は
湾
岸
産
油
国
の
資
源
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
高
ま
り
に
答
え
る
形
で
資
源

外
交
を
開
始
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
た

が
、
現
在
で
は
そ
れ
ら
諸
国
の
技
術
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
に
呼
応
し

て
、
い
わ
ば
「
技
術
外
交
」（tech

-

n
o
-d
ip
lo
m
acy

）
を
資
源
外
交
の

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
確
立
す
る
こ
と

を
迫
ら
れ
て
い
る
。
過
去
一
〇
年
間
の

日
本
の
対
サ
ウ
ジ
外
交
は
、
三
つ
の
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
自
動
車
関
連
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
・
家
電
）
の
開
校
や

日
サ
産
業
協
力
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
設
立

に
よ
る
投
資
・
合
弁
事
業
支
援
や
中
小

企
業
政
策
支
援
等
、
既
に
こ
の
方
向
に

進
み
出
し
て
い
る
。
住
友
化
学
と
サ
ウ

ジ
・
ア
ラ
ム
コ
に
よ
る
合
弁
石
油
化
学

事
業
（
ペ
ト
ロ
・
ラ
ー
ビ
グ
）
の
開
始

も
そ
れ
を
後
押
し
し
て
き
た
。
今
後
は

そ
れ
ら
を
教
育
・
研
究
開
発
や
経
済
・

社
会
問
題
の
解
決
等
と
リ
ン
ク
さ
せ

た
、
複
数
の
政
策
領
域
を
横
断
す
る
も

の
へ
と
総
合
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
課
題
で
あ
る
。

（
や
ま
だ　

ま
き
お
／
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
大
学
院　

博
士
課
程
国
際
関
係
論

専
攻
）
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